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2023 年度 第４回理事会 抄録 

 

日 時： 日時：令和 6 年３月 16 日 13:30～17:20 

方 法： オンライン開催 

出 席： 須貝＜会長＞君垣、渡辺＜副会長＞、山河、野尻、服部 中島、宇佐美 

加藤、国枝、宮園、原、安井、藤井、鈴木、森島、水上、 

田原＜以上理事＞、柴、寺倉＜以上監事＞ 

欠 席： 吉田理事、奥谷理事、林理事、廣瀬理事 

総務部： 川瀬 

１．活動状況報告 

1）須貝代表理事（会長）（参加報告） 

・野田聖子衆議院議員「新春の集い」 

・平成医療短期大学医療職臨床関係者教育

連携会議 

・養成校卒業生向け入会促進事業 

・岐阜県多“食”種連携研究会 

・岐阜県リハ協議会、定例理事会 

・協会長、都道府県士会長会議（よんぱち

協議会） 

・養成校卒業式 来賓出席 

 

2）君垣理事（副会長） 

「認知症家族の人と家族の会」との連携

について「認知症カフェ」 

 

3）田原理事（広報部会員向け） 

・次号は５月発行（5/29 発送作業） 

 クロネコＤＭ便利用終了→郵送 

・同封可能書類の限定化 

 

4）宇佐美理事（機関紙編集部） 

現在、次号を編集中 

 

 

5）藤井理事（地域リハ推進部） 

・各務原市フレイル予防推進事業 

・JAOT 地域事業支援研修会 

 

6）森島現職者研修部長 

・現職者共通研修終了 

事例検討と報告は開催できず、開催方法

を含めて再検討 

・現職者選択研修（老年期）は次年度 

・部長は児玉氏へ引き継ぎ 

 

7）水上理事（地方局岐阜圏域担当） 

・6 月に圏域勉強会開催予定 

・今年度で退任 

 

8）安井理事（地方局西濃圏域担当） 

今年度で退任 

 

9）原理事（地方局中濃圏域担当） 

 特に報告事項なし。 

 

10）鈴木理事（地方局東濃圏域担当） 

・第 27 回岐阜県作業療法学会 

 講師（吉備国際大学）は前泊予定 

 14 演題集まった 
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11）中島理事（学術研修部） 

 特に報告事項なし。 

 

12）野尻理事（地方局飛騨圏域担当） 

・第 28 回岐阜県作業療法学会について 

学会長候補は細江詩乃先生（県立下呂 

温泉病院） 

日時候補：2025 年 6 月 7 日（土）  

会場候補：下呂交流会館ｱｸﾃｨﾌ泉ホール  

 

13）國枝理事（総会運営部） 

・総会議案書編集のお願い 

総会議案書編集は 3/31 までに 

総会議案書最終確認は 4/20（土）開催 

 

14）宮園理事 

・会計事務所訪問し帳簿確認を行った。 

・クレカと口座引き落としによる支払い 

処理における注意点 

 

15）山河理事（総務・会員情報・IT 部） 

・会員情報部（3 月 10 日現在） 

会員数：609 名、施設数：157 

・IT 部 

登録者 538 名（88.3％） 

メール配信（1/21～3/10）10 件 

・新卒者への入会案内方法の紙面周知 

5 月と 8 月へ時期変更 

DM で早期周知は効果が薄い。 

新人オリでの周知は引き続き行う。 

・外部講師への謝金支払い方法の変更 

 銀行振込払い。金額の算出は総務部 

領収書に替え支払明細書を発行する。 

・旅費は公共交通機関で算出（会長意見） 

・講師が宿泊可能な場合について明文化 

・オンライン年間予定表の多機能化 

・日当、旅費、立替費用支払い方法 

振込・商品券・切手にて 

・自家用車燃料代は 1 キロ 10 円、日当は

1 時間 100 円を継続。（会長意見） 

・社員総会委任状はオンライン化 

・活動報告を確実に行ってもらうため、 

定期的に入力促進メールを関係者へ送信。 

・次回理事会の日程調整 

第１回は社員総会当日 

第 2 回は 7 月の土曜日で日程調整 

 

16）吉田理事（事業部・欠席）資料のみ 

・岐阜こども福祉機器展について 

協力委員を東濃圏域に限定せず、圏域 

持ち回りに出来ないか？ 

 

17）決議事項 

・燃料代単価と日当単価は従来通り 

・社員総会委任状に加え議決権行使フォー

ムも作成する。 

・外部講師の旅費は公共交通機関利用で算

出する。 

・来年度の発送費用の予算は 1.5 倍。 

 

18）今後再検討事項 

・第 28 回学会の会場は、新オリと総会が

同時開催できるかを要確認。 

・現職者研修会の広報は、広報時期や広報

の方法（メールや HP に加え紙面でも）を

加えていく。 


